第6回
関関同立対抗グライダー競技会
主催
関西学院大学体育会航空部　　関西大学体育会航空部
同志社大学体育会航空部　　立命館大学体育会航空部
2009年10月31日～11月6日
木曽川滑空場
校歌
関西学院大学 「空の翼」

作詞：北原白秋　作曲：山田耕作

風に思う空の翼

輝く自由　Mastery for Service

清明ここに道あり我が丘

関西　関西　関西　関西学院大学

ポプラは羽ばたくいざ響け我等

風　光　力　若きは力ぞ

いざ　いざ　いざ上ヶ原ふるえ

いざいざ　いざ　いざ上ヶ原ふるえ
関西大学 「関西大学校歌」

作詞：服部嘉香　作曲：山田耕作

自然の秀麗人の親和たぐいなき　此の学園

我等立つ　人生の曙に

燦たる理想　仰ぎつつ

学ぶは一途　純正の

若き心に　讃えなん

関西大学　関西大学

関西大学　長き歴史
同志社大学 「Doshisha College Song」

Words by W.M.Vories  Music by Wilhelm

One purpose, Doshisha, thy name

Doth signify one lofty aim;

To train thy sons in heart and hand

To live for God and Native Land.

Dear Alma Mater, sons of thine

Shall be as branches to the vine;

Tho’through the world we wander far and wide,

Still in our hearts thy precepts shall abide!

立命館大学 「立命館大学校歌」
作詞：明本京静　作曲：近衛秀鷹

赤き血潮　胸に満ちて

若人　真理の泉を汲みつ

仰げば比叡　千古のみどり

伏す目に清しや　鴨の流れの

鏡もとうとし　天の明命

見よわが母校

立命　立命

第６回関関同立対抗グライダー競技会

大会要項

主催・後援

主催　　関西学院大学体育会航空部

　　　　同志社大学体育会航空部

　　　　立命館大学体育会航空部
関西大学体育会航空部
後援　　財団法人　日本学生航空連盟

　　　　社団法人　日本滑空協会

競技種目

周回コース速度競技、滞空時間

競技期間

10月31日

開会式　午前10時より

競技　開会式後の開始宣言～　（最終発航午後4時、日没1時間前まで）

11月1日～11月5日

競技　開始宣言～　（午前7時30分～日没1時間前の間に行う）

11月6日

競技　開始宣言～　（午前7時30分～午後１時まで）

閉会式　午後3時より

会場・宿舎

木曽川滑空場　　岐阜県海津市日原地先　木曽川右岸河川敷

宿舎　　　　　　〒501-6324　岐阜県羽島市桑原町東小藪

　　　　　　　　日本学生航空連盟　木曽川訓練所宿舎

　　　　　　　　TEL（教官用）058-398-8835

　　　　　　　　TEL（食堂）　058-397-0049

　　　　　　　　

大会役員

顧問　　　　熊谷　功二　（日本学生航空連盟専務理事）

〃　　　　　井川　大三　（日本学生航空連盟東海関西支部参事）

競技委員長　永田　彰三　（関西学院大学体育会航空部部長）
審判委員長　田口　昇　　（日本学生航空連盟教育訓練部副部長）
審判委員　　西田　利博　（関西学院大学体育会航空部監督）
森川　泰　（同志社大学体育会航空部監督）
冨山　晋　　（立命館大学体育会航空部監督）
松浦　巧　　（関西大学体育会航空部監督）
実行委員長　高橋　良典　（関西学院大学体育会航空部主将）
実行委員　　洲上　唯一　（同志社大学体育会航空部主将）
　　　　　　山本　雄介　（立命館大学体育会航空部主将）
岡本　景太　（関西学院大学体育会航空部主将）
使用機材
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関関同立対抗グライダー競技会史
	回数
	期間
	場所
	団体優勝校
	個人優勝

	第1回
	2003.11.10～11.13
	木曽川滑空場
	立命館大学
	山下 良範（立命館）

	第2回
	2004.11.7～11.12
	〃
	関西大学
	早稲田 将平（関西）

	第3回
	2006.10.29～11.3
	〃
	関西大学
	藤原　孝文（関西）

	第4回
	2007.11.3～11.9
	〃
	立命館大学
	片岡　優司（立命館）

	第5回
	2008.11.1～11.7
	〃
	関西大学
	重田　心平（同志社）

	第6回
	2009.10.31～11.6
	〃
	？
	？


式　次　第
開　会　式

開式の辞

競技委員長挨拶

審判委員長指示

優勝杯返還

選手宣誓

閉　会　式

成績発表

表彰

競技委員長挨拶

審判委員長講評

閉式の辞

各校部長挨拶

　関西学院大学体育会航空部部長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永田　彰三

　関関同立という関西の伝統ある四校が、互いに協力し、競い合うグライダー競技会も第6回の開催を迎えますことをお慶び申し上げます。

　活気あふれるこの対抗戦を通じて、技術を高め合うことによって、この対抗戦のますますの発展を切に願っております。そして、関西におけるグライダーの一層の飛躍に繋げて、全国大会への第一歩を踏み出す場となりますことを期待致しております。

この大会を開催するにあたって協力とご支援をいただくことになった「日本学生連盟」の関係者の方々、及び地元関係者の方々に厚くお礼申し上げますとともに、各大学のＯＢの方々にも、是非、ご支援と応援をお願いしたいと思います。

　

同志社大学体育会航空部部長

山口　博司

　６回関関同立対抗グライダー競技会開催に当たり、多くの皆様のご支援に対し厚く御礼申し上げます。
  グライダー競技は、他に類を見ない、いわゆる総合スポーツであると思っています。また、グライダーで飛ぶのは一人もしくは二人ということになりますが、実はこれを飛ばすには大変多くの人々の支援が必要になります。すなわち、個人競技的な特徴をもつスポーツでありながら、実はグループスポーツの要素が非常に大きい。加えて、他に比べると比較にならないほど広大なスポーツ環境が必要になる。と言った具合に、パイロットは大変な試練と責任を背負って飛ぶことになります。それだけに「うまく飛べる」という達成感は大変大きいものがあると思います。一方、スポーツを行う人は、ただ苦労ばかりでなく、「これほど楽しいことはない」という実感を持つことが出来る、それがまた重要なことであると思います。
  それから、本競技会に於いても特に規則の遵守と安全確認にはくれぐれも気を配って頂きたい。常に緊張を持って、各持ち場の仕事を全うして頂くことを願います。学生諸君には、選手からクルーまで一丸となって戦い、記憶に残るような競技大会になることを期待します。
 

立命館大学体育会航空部部長

木股　雅章

　関関同立グライダー競技大会開催にあたりご挨拶申し上げます。今年も伝統ある４校の航空部が集い、大会を開催できることは、大変喜ばしいことです。各校のＯＢ・ＯＧをはじめ、本大会の開催にご尽力いただきました関係者の皆様に心から感謝いたします。

　グライダー競技は、選手の力だけでなく、気象条件など自分たちの努力では変えがたい要因に強く影響される競技ですが、如何に好条件に恵まれても、その条件を生かす操縦技倆がなければいい成績には繋がりません。各校の航空部員諸君は、この大会に向けて操縦技術だけでなく、しっかりした状況把握と的確な判断ができるよう努力されてきたことと思います。そうした努力で獲得された力を十分に発揮され、すばらしい記録が出ることを期待しています。競技大会は戦いですので、運よく勝者になることもあれば、実力がありながら敗者になる可能性もあります。もちろん、参加選手諸君は、勝者になることを目指して最大限の努力をすべきであることは言うまでもありませんが、たとえ敗者になっても、多くのことを学ぶことができるような戦い方をしていただきたいと思います。また、この大会を機会に、4校の航空部員の友好が深まることを祈念しております。

関西大學航空部顧問

前田　亨

　秋も深まり、清涼な大気のもと、今年も関西４私大学の学生達が一堂に会しました。これより、大いなる七日間が幕を開けようとしております。今、学生たちの中には、この時へ向けたたゆまぬ努力の成果と、空を駆けることへの情熱が満ちていることでしょう。

　様々に支援をしてくださいます本大会の関係者各位には、心よりお礼を申し上げます。お蔭をもちまして、学生たちはこの七日間、存分に大空を飛ぶことが出来ます。

　最後に、この大会を平穏無事に終えることが出来ることを、学生達の技量が激しく火花を散らしつつも、彼らが、白き翼が、優雅に蒼天を舞うことが出来ることを、心より願います。
各校監督挨拶

関西学院大学体育会航空部
監督　西田　利博

今年も、毎年、恒例になりました関関同立戦を迎える季節となりました
この競技会は４校の現役諸君の此れ迄の努力を、４校の仲間達に披露できる絶好のチャンスであります。　自信のある者も、逆に無い者も、意外な飛行成績を収める場合があります。天候が味方をしてくれれば、更に　面白い結果が出る事でしょう。

昨年も　この監督挨拶で皆様に訴えましたが、日本学生航空連盟が、明確に縮小リストラ方針を打ち出しており、今後　どのように学生グライダー界を維持させるかと言う大きな課題が与えられました。　しかし解決策はと言えば、未だ見出せない状態と言えます。各校はライバルとして、競い合う事は勿論ですが、これからは、各校単位と言う意識、枠組みを捨て、一致して協力する事が非常に重要と思います。

その為には出きる事からやってみませんか？　例えば　新人勧誘は一番の大きな悩みです。　そこで、大学を超えて、新人勧誘の相互応援、相互動員をしてみませんか？　又　単独合宿よりも、合同合宿をして、ますます緊密な関係を築くなどなどです。　

全ては、親しく交わる事が、最初の大事な一歩だと思います。　これが無ければ、大きな問題に立ち向かう事が出来ません。　競技会は、各校が交わる最高の機会です。　この機会を通じて少しでも、多くの友人を作って下さい。　

最後になりましたが、無事故で、この競技会閉幕を迎えるよう、祈願して筆を置きます。

同志社大学体育会航空部監督

森川　泰

関関同立各校及び学連の関係各位のご尽力により、今年も関関同立戦を開催出来ますことに、心より皆様に感謝を申し上げます。近年、木曽川滑空場では、空域の拡大や記録会の期間の拡大により、以前よりもソアリングを行うチャンスが多くなって来ていると思います。普段の合宿に於いても学生の技量が向上して来ていると感じます。そういう背景から考えて、この関関同立戦も開催を重ねるに従い、よりレベルの高い競技会になって行かなければならないし、実際なって行くのだろうと期待しています。その為には四校の選手が上空ではお互いにパイロットとして切磋琢磨し、地上では協力しあって行かねばなりません。また、事故やトラブルがあっては折角の競技会も台無しです。是非、選手を始めとする学生の皆さんにはルールを守り、安全に細心の注意を払い、競技を実施して下さい。選手の皆さんが持てる力を最大に発揮し、白熱した競技が行われるとともに、安全にそして成功裏に今年の関関同立戦が行われることを期待しています。選手の皆さん頑張って下さい。

立命館大学体育会航空部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　監督　冨山　晉

今年も第６回関関同立戦を迎える季節がやってきました。

思い起こせば第１回2003年立命主催で始った競技会も二順目も終わろうとしており　ようやく重みが増してきているように感じられます。そしてその内容も向上しておりますがまだまだ至らぬ点は多々あるように思います。聞けば　早慶戦は条件の悪い日本から抜けだし　遠くオーストラリア　ナロマインでの対抗戦を企画しているそうです。

航空部の行事としてオーストラリア遠征を始めた我部ですが　昨今は各大学が競って訓練を行っております。ただ　残念ながら民間のクラブでの訓練なので少々疑問点が無いではありません。そこで本来のグライダー訓練を習得すべく　本年９月に学生５名を　ドイツ州立のグライダー学校へ派遣いたしました。教官の中にも　現役のルフトハンザ航空のキャプテンがいたそうでドイツ流の本場の訓練を受けることができました。全員　曳航でのソロに出て　ＬＳ４クラスまでの経験を積んできました。細部にわたりドイツでの訓練体系について調べさせましたので　我部の今までの訓練と比較検討して　いい点を取り入れ　いたらぬ点を改善しょうと考えております。

最後に　この対抗戦を開催するにあたり　皆々様のご尽力に感謝するとともに　今後のご協力をお願い申し上げます。

関西大学体育会航空部監督

松浦　巧

(No message)
選手挨拶
関西学院大学
4回　浅野　太郎

私にとって今年の関関同立戦は選手としては3度目の参加になります。しかし、これまで周回は1度もありません。ですので、今大会は絶対に周回してみせます。そして前回最下位の雪辱を果たせるよう、団体優勝を目指します。そしてこの大会が次の東海関西大会のいいステップとなれるよう努力します。まだ少ないですが選手数は確保できるようになってきた関学ですので、次は質の充実したチームとなれるよう部員全員で一致団結してゆきたいと思います。
4回　福田　緑子

昨年は選手として関関同立戦に臨みましたが、全く関学に貢献することがでず、悔しさと申し訳なさでいっぱいでした。今年度は昨年度に引き続き、複座での出場ではありますが、自分にできることをしっかりとこなして行きたいと思います。また、4年生ではありますが、経験も知識も未熟ですので、周りの選手から多くのことを学び、一発一発を大切にしていきたいと思います。

3回　高橋　良典

昨年は初めて選手として出場しましたが、時記高のつけ忘れ、宣言板の写真の撮り忘れなど、つまらないミスをたくさんしたばっかりに、得点することはできませんでした。今年は昨年の悔しさと経験を生かして、関学の勝利に貢献できるように努力したいと思います。

また、今年は関学が主幹校ということなので、ピストとしてしっかりと仕事をし、安全に運航していけるよう努めたいと思います。
2回　中島　佳祐
クルーとして参加した前回とは違い、今年度からは一人の選手として対抗戦に臨みます。初めての競技会出場ということもあり選手としてまだまだ未熟ではありますが、安全面に特に配慮しつつも持てる力を精一杯出しきって関学の勝利に貢献して参ります。また実戦経験を積み重ねていくだけでなく、他の選手のフライトの様子も観察及び研究することで、今後のフライト技術向上に努めて参ります。
同志社大学

入江

最後の関関同立戦、精一杯頑張ります！

竹山

まだまだ歴史の浅い大会ですが内容の濃いフライトをし他大学を圧倒したいです。

川又

減点されずに得点できるよう、精一杯頑張ります！！

洲上

次に繋がるフライトを心掛けていきます。

丹羽

足を引っ張らないようにがんばります。

川治

周回競技は初めてですが、チームで勝てるように(足を引っ張らないように)頑張ります。

山南

適度に頑張ります。

篠原

頑張ります。
立命館大学

奥村将永
競技パイロットとして成長し、次につなげられる大会にします。そして、自分が出来る精一杯の事をして、成績を残せるよう、頑張ります！よろしく、お手合わせ願います。
古川晃平
まだまだ未熟者ですが、持てる力を最大限に発揮して、臨みたいです。是非とも、周回してみたいです！頑張ります！
築本剛

常に落ち着いて、焦りによるミスや見落としのないフライトを心がけたい。
井上史彦

ライセンサーに大きく差がでないように、海外遠征の成果を十分に発揮して周回出来るように頑張りたいと思います。
宮崎真之介
今までの経験を生かし、三年間の集大成にできるよう頑張りたいと思います。よろしくお願いします。
山本雄介

めぐるチャンスは全てものにする気持ちで挑みます。安全はもちろんのこと、パイロットとしてレベルアップできばと思います。よろしくお願い致します。

二平大地

木曽川で滞空したことは、あまりありませんが、しっかり準備をして、できるだけの成果を出したいと思います。頑張ります！
関西大学
４回生　曽我

今回の関関同立戦で３回目の出場、また最後の出場となります。目指すはもちろん関大の優勝です。それと共にもう一つの目的である四大学がお互いに高め合うなかで、続く東海関西への手応えを残せればと思います。

今年も関関同立戦の開催にご協力いただいた方々、ありがとうございます。悔いの残らないよう精一杯がんばります。

４回生　大橋

今までまだ競技会で得点できたことがないので、これまでに練習して来たことを確実に発揮し、関大の勝利に貢献できるよう、精一杯頑張ります。よろしくお願いします。

４回生　高見

4回生の私にとって今年が最後の関関同立戦となります。まだまだ経験も浅く、1部競技では周回をした事のない私ですが、飛ぶチャンスに恵まれた時には、安全に留意し、楽しみながらフライトを行い、関西大学体育会航空部の勝利に貢献出来ればと思います。

４回生　早川

なんだかんだで、2回生から毎年出場しています。得点したかは別として・・・。なんと、今年度は、大学の研究活動その他でほとんど参加する期間がありません。けど、チャンスが巡ってきたならば、必ずや得点して帰ってこようと思っています

３回生　前島

この対抗戦で様々なことに挑み、多くを学び、有意義なものにしようと思います。また、競技会以外の面でも成長できるよう頑張ります。

関関同立戦は対抗戦ですが、年に一度の関関同立が集まる合同合宿でもありますので、何より楽しんでいこうと思います。

　

３回生　岡本

この対抗戦に参加するのは去年に引き続き２回目となります。去年は１３選手中１３番目という順番でしたが１年が絶ち役目を果たすべき位置になりました。まだまだ競技会に経験が少ないですが、少ないなりに精一杯準備して対抗戦に望みたいと思います。

３回生　辻尾

今年も関関同立戦の季節となりました。去年、私は選手として参加したにもかかわらず競技フライトを行うことが出来ず、悔しい思いをしました。今年もチャンスが巡ってくることは少ないかもしれませんが、一年間かかえてきたその悔しさをバネにして精一杯競技に挑み、少しでも自校に貢献してみせたいと思います。

３回生　山下

選手として関関同立戦に出場するのは、これで２度目となります。この１年で条件の良い時に、ソアリングの練習を行う事が出来、去年よりは経験値も少しは上がりました。今年は去年の自分の点数よりも多く得点出来るよう、他の選手のフライトを見て、学びながら競技に臨みたいと思っております。

３回生　堀

今回の関関同立戦は選手として2回目の参加になりますが、競技フライトをするということに関しては初の参加ということになります。ライセンスを取得した後、競技会に向けての練習に切り替え、今まで訓練してきました。その成果を発揮できるように、また、競技会特有の雰囲気やルールに慣れ、よりのびのびと飛べるようになるために、最後まで頑張りたいと思います。そして、東海関西、全国と一歩一歩進んでいけたらと思います。よろしくお願いします。 

２回生　滝内

3月の関関戦では競技フライトができず、選手としての経験を積むことができませんでした。2度目の競技会参加となる今大会では、私も選手として関大の勝利に貢献できるよう少しでも事前の準備をして望み、今後に生かせる経験を積みたいと思います。

２回生　酒井

 　思えば今回の関関同立戦は私にとって発の本格的な大会です。一回生の間は大会なんて先輩らや一部の凄い人たちだけの物であって自分には縁の無い物だと思っていましたが気付けば既に２回生になってこうして関関同立戦に挑むことになりました。いざ自分が参加するとなればもう関係ないなどとは言っていられません。選手の一人として関大の勝利と栄光のために死力を尽くすのみです。

第6回関関同立対抗グライダー競技会　規則

(総 則)

1. この規則は「関関同立対抗グライダー競技会」（以下、競技会という）の競技運営に

ついて定める。

2. 実行委員会は、各校航空部部長及び航空部監督で構成する。

3. 本競技会は、関西大学体育会航空部、関西学院大学体育会航空部、同志社大学体育会航空部、立命館大学体育会航空部が共催する。

4. 本競技会競技委員長は、各航空部部長の輪番とする。

5. 本競技会は審判委員会を設置し、審判委員は競技委員が兼任することができる。

主任審判員は、競技当日の主任指導員。審判員は競技当日の教官が務める。

6. 競技当日の審判は、主任競技委員（主任指導員）が代行することが出来る。

7. 競技のための運営委員会を設置する。構成は競技委員とチームリーダーとする。

8. この規則は競技会の競技種目、実施の方法及び各種競技の成績判定方法を定め、競技会の適正な運営を図ることを目的とする。

（競技種目）

9.　競技種目は次のとおりとする。

　周回コース速度競技とする。総合飛行成績については滞空時間競技、周回速度競技を加味する。

（参加資格）

10. 単座機もしくは単独飛行の場合、競技開始日までに出場機あるいは同型機を使った単独飛行の経験が5回以上あり、日本国の定める自家用操縦士滑空機上級のライセンスを有する者で、競技委員会で承認を得た者とする。

同乗飛行の資格は、最低1回の単独飛行に出ていること。

競技期間中に初単独飛行に出た者も競技に参加することが出来る。

11. 上記10の項目に関わらず、各参加者の競技飛行参加の可否判断は競技委員の判断が優先する。

（発航権）

12. 発航権は大学単位で有する。競技期間中各日の第一順目競技の各大学発航順位は抽選により決め、第二回目以降競技の発行順位はその前の競技での着陸順とする。

13. 発航する大学は、競技フライトかクルーフライトかを選択できる。また、競技機は、地上1機、または飛行中の機体を決定することができる。

14. 発航する大学は、搭乗者、使用機を一発前に発航する競技機が離陸するまでに申し出なければならない。申し出がない場合は、キャンセルとみなす。

15. 発航権を有するが機体が地上にない場合、発航権は即座に次の順位のチームに移る。

16. 発航順位は１つ先行する大学が発航できないと申し出があった場合は、その次の大学はすみやかに搭乗者名、競技機を申し出なければならない。

17. 発航権を持っている大学は、曳航索が到着した時点から５分以内、あるいは先行機の離脱を確認後、安全の確認がされ５分以内に発航できない場合は、発航したものとみなし、発航権は次の順位の大学に移る（その時点で最後にまわる）。また、発航権を有する大学が、自らの理由でキャンセルした場合も同様。

（競技機材）

18. 競技機は有効な耐空証明を有するものでなければならない。

19. 競技機をはじめ、トレ―ラー、無線機、自記高度計、カメラ（デジタルカメラ可、ただし競技委員会の許可を得たもの）、パラシュートなど、参加するための必要な機器は参加者が準備するものとする。

20. 訓練基準を超える強風など、その他の気象条件により、審判員の指示で着陸しなければならなかった場合、協議再開時の発行順は、その着陸した順番と同様の順番で発行を再開する。
（保険）

20. 競技機には、参加者の負担において、第３者賠償責任保険、機体保険、および搭乗者傷害保険（団体旅行傷害保険）に加入契約するものとする。

（競技の運営）

21. 競技の運営は、運営委員会が行い、選手ならびにクルーはその指示に従わなければならない。

22. 選手ならびにクルーは競技の円滑な運営に協力しなければならない

23. 競技空域は別紙に定める。

24. 競技の開始は、原則10時半とし、最終発航は16時とする。

25. 当日のタスクは競技委員が選定し、競技の開始前に発表する。ただし、当初設定したタスクの変更は運営委員会の同意で変更する。

26. 競技は当日参加したすべての大学が１回の発航を終えたときに成立する。

27. 競技機の飛行は離陸によって始まり着陸をもって終了し、その飛行成績は競技機のスタートに始まりゴールまたは着陸によって終わる。

28. 競技機の「スタート」とは、競技機が曳航索を離脱したときとする。

29. 競技機の「ゴール」とは、競技機がその飛行の終了にあたり、指定された到着線（ゴールライン）を通過したとき、または着陸のため接地したときとする。到着線は高度３００ｍ以上とする。

30．競技機の「着陸」とは、飛行を終わって接地したときをいう。

31．「旋回点の到着」とは、競技機が旋回点の垂直上方、またはその点の外側上方を通過

したときを言う。旋回点での最低高度は競技委員が定める。

32.　競技機が旋回点に到着したときは、そのことを写真撮影にて証明し、競技終了後、審判委員が指定する時間までに審判委員に提出する。

33．競技中における指示、連絡、通報などは原則として滑空訓練用携帯無線機を使用する。

（飛行成績）

34．飛行速度は、指定された距離を飛行時間で割って得られる速度とする。

35．飛行時間はスタート時刻からゴール時刻、または着陸時刻までに通過した時間とする。

36．滞空時間とは、競技機が離脱してから着陸までの時間とする。

37．飛行距離は、地図上の各点の座標から計測された距離とする。

38．競技者の飛行成績は、次に定める採点方法の計算式に当てはめて計算し、順位を決定

する。到着線に到着しなかった場合の速度得点係数は［ゼロ］とする。

　

《採　点　方　法》
Ｐ：得点＝（Ｒｄ+Ｒｖ）×５００×Ｒｈ+Ｒｔ-Ｐdis

Ｒｄ：距離得点係数＝（各選手の飛行距離）／（当日の最大飛行距離）

Ｒｖ：速度得点係数＝（各選手の速度）／（当日の最高速度）

Ｒｈ：ハンディキャップ係数　※　ASK23、Astir、ASK21…1.0、ASK13…1.1、Ka-6…1.05

Ｒｔ：離脱後１０分経過後１分毎に０．５点。（デイリーファクターなし）

Ｐdis：減点

※ 距離においては、スタート後から以下のように採点する。

１ポイントクリア：第一旋回点に到着後、場周にエントリーすること。

　　　　　　　　　（第一旋回点までの距離点が与えられる）

1ポイントゴール：第一旋回点に到着後、ゴールゲートを通過すること。

　　　　　　　　　（往復の距離点が与えられる）

２ポイントクリア：第一、第二旋回点に到着後、場周にエントリーすること。

　　　　　　　　　（滑空場～第一旋回点～第二旋回点の距離点が与えられる）

タスクコンプリート：すべての旋回点に到着後、ゴールゲートを通過すること。

　　　　　　　　　　（距離点と速度点が与えられる）

※ 距離、速度点を得点した競技機のＲｔは０点とする。

※ 得点とは、各選手のその日の得点のうち最高得点を個人得点とする。

※　団体成績には各日のチームの総得点を採用する。

※ 個人成績の総合には全日の得点を採用する。

（表　彰）

38．全競技日程の得点合計最高位から３位までの団体、個人を表彰する。

39．部門賞（滞空時間賞、速度賞）は競技会中の最高記録者に与える。

40．各校の成績は、総得点により決定するものとする。ただし、競技期間中の各校の発数の違いは考慮しない。　　　総得点＝1日毎の総得点の合計

（審　判）

41． 審判員は競技者からの苦情（申し立ては文書で、成績発表後2時間以内）や順位別に関する諸問題について判断する。

42． 飛行は全て航空法、令、規則，及び日本学生航空連盟訓練関係諸規則に則り、安全に行なわなければならない。

43． 42に変わる上記の諸規則に違反したときは、その飛行を減点または無効とする。

44． 競技機が着陸のため進入するときは、審判員および競技委員の指示に従うものとする。

45． 競技者は、飛行の安全のため万全を期さなければならない。特に他の競技機間との危険行為を避けることに絶えず留意しなければならない。

46． 競技委員は、選手の飛行能力に応じた指示を行なうことが出来る。

47． 緊急の場合はこの規則に関わらず競技者は自己の安全のため最善の方法をとることができる。

競技会　細則
1. この細則は、関関同立対抗グライダー競技会（以下規則という）に基づき、「関関同立対抗グライダー競技会」の運営に適用する。

2. 周回コースは、次の地点を結ぶ三角または多角形のコースでコース周回数、周回方向は気象状況により当日競技開始までに決定し発表する。

・木曽川宿舎　　　　　　　　　　北　　　　　　　　4.0Kｍ

・長池（木曽川左岸の交差点）　南南東　　　　　　　3.0Km

・福岡大橋（東詰）　　　　　　西北西　　　　　　　5.4Km 

・南濃大橋（西詰）　　　　　　　北　　　　　　　　6.5Kｍ

・今尾橋（東詰）　　　　　　　　北西　　　　　　　6.4Km

・海津市文化センター　　　　　西北西　　　　　　　4.4Kｍ

3. 発航方法はウィンチ曳航とする。発航に必要な機材は出場チームが準備する。

4. 規則19にいう保険は、次のとおりとする。

・第三者賠償保険　　　　　　　　　　　　1億円以上（対人：1人3,000万円以上）

・搭乗者傷害保険（国内旅行傷害保険）　　5,000万円以上（1人につき）

5. 競技の運営は規則によるほか、細部は次のように行う。

· 索切れ、ウィンチ不調の場合は再発航することができる。その場合は「キャンセル」を宣言して、速やかに着陸のため場周経路へエントリーする。着陸後は、速やかに再発航の準備をする。準備が終了した段階で発航権を得る。

· 周回後、ゴールラインを通過するときは「ゴール機優先」とし、他機警戒については十分な注意を払い、他機を妨害するような行為をしてはならない。必要に応じ、進路権の確保のため、競技委員はその空域からの一時的な離脱を指示することができる。

· 旋回点は、周回方向と同じ方向に旋回して写真撮影を行う。ゴールラインはピスト上空と、ピストから東へ1000mを結んだライン高度300m以上に設定し、指定方向から進入するものとする。

6. 競技機の装備など

・自記高度計は過去3年以内に検査に合格したもので、記録紙は競技委員の確認を受けて使用し、競技終了後に写真とともに審判委員に提出する。

· 重心位置を調整するバラスト、バッテリー等は確実に固定されていること。

· 非常時に備え、連絡のため、携帯電話を搭載すること。

7. 写真証明の条件

· フィルムは選手が白黒フィルムを装備し、充填すること。画面はフルサイズで撮影すること。

· 運営委員会の認めたデジタルカメラは使用可である。（後に示す「記録用デジタルカメラの取り扱いについて」を参照のこと）

· 毎飛行に、宣言板と時計、ゼッケンを付けた選手の顔を同一画面に写したものに引き続き、旋回点が写されていること。

· 旋回点の撮影時には、自機の翼端を入れること。

· 旋回点は、次の撮影範囲から写したものとする。

　　　　　　[image: image1.png]



8. 写真、自記高度計の提出期限について

· 旋回点への到達を証明する写真、自記高度計の記録の提出期限は正式にはその当日主任審判員から指示されるが、目安はその日の最終飛行（訓練飛行を含む）が終了してから、2時間以内とする。競技当日の成績は、締め切り後約2時間をめどに発表する。

9. 採点の特例

· 飛行の安全上、競技の途中で気象条件が連盟で定める訓練基準を超えた場合、その時点までの得点を飛行得点とし、全機、審判員の指示に従って着陸するものとする。

10.　競技の安全について、以下のように定める。

A)飛行は、昼間有視界飛行（VFR）のみとする。

B)同一および接近する上昇風帯（以下、上昇風帯）における競技機相互間のセパレーション等は次の通りとする。

· 先に旋回中の競技機を優先とする。

· 先入機と同一方向に同心円で旋回する。

· 競技機は相互に経路が交差する飛行をしない。
· 競技機は相互に高度差150m以上を維持する。
· 上方の競技機を追い越す場合は、他の上昇風帯を使う。
· 競技機は相互に他機を視認できる位置を保つ。
· 同高度付近では、最も接近する旋回経路の半径が500m以上の水平距離を維持する。
· 他機を視認できない場合は、高度、上昇率、位置および移動方向などを無線で確認する。
C)速度制限

· 競技機の飛行速度は、各機の飛行規程に示された範囲内で、競技機を安全確実に操作できる速度でなければならない。

· 曲技飛行など大きな姿勢変化を伴う飛行を行ってはならない。
D)場外着陸

· 可能な限り不時着をさけるための飛行経路をとり、高度を維持する。

· 万一に備え、競技者はあらかじめ飛行コース近辺に不時着場を設定し、必ず実地調査を行い、機体の回収方法についても検討しておく。
· 木曽川滑空場以外に着陸した場合は、電話により速やかに運営委員に報告し、場外着陸した競技者は、その土地の所有者または管理者を調べ、主任審判員に報告する。
· 競技者は地図、携帯電話、電話メモを搭載し、飛行の障害にならぬよう確実に固定しておく。
E)場周経路付近（滑走路中心線から約2Km以内）の飛行について

· 競技機が集中し、規定の高度差、距離が保てない場合、次の競技機の発航を行わない。

· 審判員は、高度500m以下で滞空している競技機に他の空域へ、また、250m以下で飛行している競技機に着陸を命ずることができる。
11.　報告の義務および無線通信

· 旋回点を通過する場合は、原則として直前に「位置、高度」を通報する。

· ゴールラインを通過する場合は、２Km手前で「位置、高度」を通報し、空域のトラフィックを確認のうえ、競技員から了解を受ける。

· 外部から場周経路に進入する場合は、定められた飛行方法で行う。

· 競技機は10分間以上送受信がない場合、審判員と無線チェックを兼ね、現在位置、高度を通報する。

· 通信不能の場合は、ただちに滑空場に帰り、着陸しなければならない。通信不能機は、ピスト横に来るまで翼を大きく振り、通信不能であることを表示する。また、受信のみが不能の可能性を考え、一方送信において、自機の進入経路を通報する。

· 競技機の無線通信は、混信を避け必要最小限に行う。

12.　減点、失格について

· 写真・現像による障害

　　　宣言板、ゼッケン等が写っていない　　　　　　　　　　　　　－100点

　　　旋回ポイント撮影範囲のわずかに外、180度以内　　　　　　　　－50点

　　　旋回ポイントに達しているとみなされる　　　　 　　　　　　　－50点

・自記高度計：スイッチの入れ忘れ、記録なし　　　　　　　　　　　－100点

・高度・空域違反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－200点

　　　故意に違反したもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当飛行失格　

・セパレーション違反、他機への妨害　　　　　　　　　　　　　　　－100点

　　　2回以上注意されたもの　　　　　　　　　　　　　　　　　当飛行失格

　　　悪質なもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日失格

・低空進入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－200点

　　　危険なもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当飛行失格

　　　特に危険なもの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日失格

・無線通信：不良　速やかに着陸のこと　　　　　　　　　　　　　　　－50点

　　　　　　不通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当飛行失格

・場外着陸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日失格

・危険な飛行　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当日失格

　　　故意、技術未熟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全期間失格

・参加資格違反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当該大学失格

・その他：規定、指示違反　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－200点　　　　

　

＜記録用デジタルカメラの取り扱いについて＞

1、 関関同立対抗グライダー競技会の旋回点撮影記録用デジタルカメラの取り扱いについて定める。

2、 競技での使用方法

1 競技に使用する前に、全コマ消去の状態でカメラ本体をピストに提出してメモリー挿入部にシールドを受ける。（1回受ければよい。）

2 競技機に取り付ける。

3 旋回点画像を確認後、カメラは返却する。

4 電池交換等でシールドを取る場合は、事前に審判委員の了解を得て行う。

5 途中でシールドを開封したときは、競技使用前と同様の確認を受ける。但し、撮影画像を保存したまま行う場合は、審判委員立ち合いのもと、電池等の交換を行いシールドを受ける。

3、 審判委員の確認事項

1 競技前に、カメラ本体のメモリー挿入部のシールドを確認する。

2 競技前に、全コマ消去を確認する。

3 競技終了後、提出されたカメラ本体のメモリー挿入部がシールドされているのを確認する。

4、 旋回点確認時

1 審判委員２名以上でシールドを剥がす。

2 カメラ本体にビデオケーブル、ＡＣアダプターを接続する。

3 宣言板、時間、旋回点を判定する。

4 撮影内容に問題がない場合は、選手にカメラを返却する。
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